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広島少年院不適正処遇事案広島少年院不適正処遇事案

○ 平成21年4月2日 事案発覚

○ 主として4名の同院一般職員による100
件を越す暴行等の事案

○ 現職法務教官が特別公務員暴行陵虐罪

により逮捕・起訴

○ 合計21名にわたる行政処分



広島少年院不適正処遇事案を踏まえて広島少年院不適正処遇事案を踏まえて
講じた措置等講じた措置等

○○ 広島少年院における対応広島少年院における対応

・・ 少年，保護者への謝罪対応少年，保護者への謝罪対応

・・ 心のケアを目的とする支援再鑑別心のケアを目的とする支援再鑑別

・・ 収容停止措置収容停止措置 等等

○○ 矯正局における対応矯正局における対応

・・ 広島少年院不適正処遇事案対策委員会広島少年院不適正処遇事案対策委員会

・・ 調査・分析と再発防止策の検討調査・分析と再発防止策の検討 等等



広島少年院不適正処遇事案に関する調査・分析広島少年院不適正処遇事案に関する調査・分析

①事案の発生状況等①事案の発生状況等

・・ 懲戒処分事案発生場所・時期等懲戒処分事案発生場所・時期等

②４職員に認められた問題点②４職員に認められた問題点
・・ 人権意識の著しい低下人権意識の著しい低下

・・ 処遇の適正運用の軽視処遇の適正運用の軽視

③幹部職員に認められた問題点③幹部職員に認められた問題点

・・ 監督者としての厳格で緻密な勤務姿勢の欠如監督者としての厳格で緻密な勤務姿勢の欠如

④一般職員に認められた問題点④一般職員に認められた問題点

・・ 黙認，依存体質黙認，依存体質

・・ 当事者意識の欠如当事者意識の欠如

⑤現行制度に認められた問題⑤現行制度に認められた問題
・・ 院長申立制度補強，上級官庁の監査強化の必要院長申立制度補強，上級官庁の監査強化の必要



再発防止に向けて講じた主な措置再発防止に向けて講じた主な措置

１１ 在院者の不服申立制度の創設等在院者の不服申立制度の創設等

（１）（１） 法務大臣及び監査官に対する苦情申出制度法務大臣及び監査官に対する苦情申出制度

の創設→上級官庁による不服の直接把握の創設→上級官庁による不服の直接把握

（２）（２） 院長申立制度の改善→秘密性の担保と説明院長申立制度の改善→秘密性の担保と説明

の徹底の徹底

（３）（３） 幹部職員による定期的全在院者面接制度の幹部職員による定期的全在院者面接制度の

創設→在院者の心情把握と不服の早期発見創設→在院者の心情把握と不服の早期発見

２２ 監査における在院者等への面接の導入監査における在院者等への面接の導入

３３ 法務教官に対する研修の充実法務教官に対する研修の充実



少年鑑別所の概要少年鑑別所の概要
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少年院法第１６条（少年鑑別所）少年院法第１６条（少年鑑別所）

⇒⇒ 観護措置により送致された観護措置により送致された
者を者を収容する収容するとともにとともに

⇒⇒ 家裁の行う調査・審判並び家裁の行う調査・審判並び
に保護処分及び懲役又は禁に保護処分及び懲役又は禁
錮の言渡しを受けた１６歳未錮の言渡しを受けた１６歳未
満の少年に対する刑の執行満の少年に対する刑の執行
に資するため，専門的知識に資するため，専門的知識
に基づいて，少年のに基づいて，少年の資質の資質の
鑑別を行う鑑別を行う

収 容

鑑 別

■■少年鑑別所の設置目的少年鑑別所の設置目的



■少年鑑別所のプロフィール■少年鑑別所のプロフィール

 施設数施設数

全国に５２庁（分所１庁を含む。）全国に５２庁（分所１庁を含む。）

 歴史歴史

昭和２４年の少年法・少年院法の施行により発足昭和２４年の少年法・少年院法の施行により発足

 収容定員収容定員

約２，６００人約２，６００人

 職員定員職員定員

約１，２００人約１，２００人

 職員職員

主として，法務教官，法務技官（心理技官）主として，法務教官，法務技官（心理技官）



■少年鑑別所の組織体制■少年鑑別所の組織体制

所長

庶務課

首席専門官

（次長）

（医務課）

統括専門官

（２～４人）
＜鑑別部門＞

鑑別・観護，
入退所，面
会・通信に
関する事項
等を所管



近年の収容状況近年の収容状況

注 矯正統計年報Ⅱによる。 平成２１年は速報値。
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■収容に関する特徴■収容に関する特徴

頻繁な入退所及び護送頻繁な入退所及び護送
年間１万６千件余りの入所，同数の退所（年間１万６千件余りの入所，同数の退所（H20H20））

出廷，施設間移送，少年院送致等，多数の護送出廷，施設間移送，少年院送致等，多数の護送

多岐にわたる入所事由多岐にわたる入所事由
観護の措置，勾留に代わる観護の措置，勾留，鑑観護の措置，勾留に代わる観護の措置，勾留，鑑
定留置，仮収容，留置（更生保護法）等々定留置，仮収容，留置（更生保護法）等々

多様な少年の属性多様な少年の属性
性別，年齢，非行内容，非行歴，心身の状況等の属性別，年齢，非行内容，非行歴，心身の状況等の属
性が様々性が様々



■「鑑別」について■「鑑別」について

 収容鑑別収容鑑別（１５，５４９件）（１５，５４９件）

 在宅鑑別在宅鑑別（２５２件）（２５２件）

 依頼鑑別依頼鑑別（７，８０９件）（７，８０９件）

 一般少年鑑別（一般相談）一般少年鑑別（一般相談）（１，１０４件）（１，１０４件）

（簡易な性格検査の実施を含めれば２１，３８５件）（簡易な性格検査の実施を含めれば２１，３８５件）

注 かっこ内は平成２０年の鑑別受付件数。矯正統計年報Ⅱ及び矯正局資料による。



■鑑別の流れ（収容鑑別）■鑑別の流れ（収容鑑別）



■鑑別結果通知書の作成■鑑別結果通知書の作成
 鑑別判定鑑別判定

判定，判定理由判定，判定理由

 精神状況精神状況

知能，性格等，精神障害知能，性格等，精神障害

 身体状況身体状況

一般的健康状態，疾病又は障害，その他一般的健康状態，疾病又は障害，その他

 行動観察行動観察

 総合所見総合所見

問題点とその分析，処遇指針，社会的予後問題点とその分析，処遇指針，社会的予後



■「観護処遇」について■「観護処遇」について



■健全育成を考慮した処遇について■健全育成を考慮した処遇について

～～育成的処遇育成的処遇～～

 退所少年の多くが地域社会に戻る現実等→健全
育成を考慮した処遇の必要性

 収容目的，法的地位等との調和を図りつつ，学
習の支援，一般的教養の付与，情操のかん養等
を行う

 ただし，①処遇への参加は任意であること，②非
行事実があることを前提とし，少年の問題点の
改善を図るような処遇としてはならないことに留
意



■相談機関としての少年鑑別所■相談機関としての少年鑑別所
～～一般少年鑑別（一般相談）一般少年鑑別（一般相談）～～

○ 相談内容

非行，いじめ，家庭内暴力，
交友関係等

○ 相談受付

来所（予約可能），電話等



少年院の概要少年院の概要



少年院法第１条・第４条少年院法第１条・第４条

⇒⇒ 保護処分として送致された保護処分として送致された

者を者を収容する収容する

⇒⇒ 在院者を社会生活に適応在院者を社会生活に適応
させるため，その自覚に訴え，させるため，その自覚に訴え，

紀律ある生活のもとに紀律ある生活のもとに矯正矯正
教育を実施する教育を実施する

収 容

矯正教育

■■少年院の設置目的少年院の設置目的



■■全国少年院の配置・収容定員及び職員定員全国少年院の配置・収容定員及び職員定員

 施設数施設数

全国に５２庁（分院１庁を含む）全国に５２庁（分院１庁を含む）

男子施設男子施設 ４１庁４１庁 女子施設女子施設 ９庁９庁

男女を収容する医療少年院男女を収容する医療少年院 ２庁２庁

 収容定員収容定員

約５，６００人約５，６００人

 職員定員職員定員

約２，４００人約２，４００人

 職員職員

主として法務教官主として法務教官



少年院少年院の組織体制の組織体制
（中規模施設の例）（中規模施設の例）

院長

次長

医務課長

首席専門官

庶務課長

医務課 教育部門一般職員

在院者に対
する診療等

統括専門官（企画調整・教務）

統括専門官（分類保護）

在院者の入出院時の手続，環境調整，保護者対応，外部機関対応等

事務担当職員

事務担当職員在院者の処遇・矯正教育全般（生活指導，職業補導，

保安警備，行事）等の企画・立案・実施をする事務担当

寮職員
各寮の管理運営

例えば，集団寮４か寮・単独寮１か寮など

１か寮ごとに，寮主任・副主任・寮担任職員

庶務係

庶務課一般職員

会計係 用度係
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 初等少年院初等少年院

おおむねおおむね1212歳以上おおむね歳以上おおむね1616歳未満歳未満

 中等少年院中等少年院

おおむねおおむね1616歳以上歳以上2020歳未満歳未満

 特別少年院特別少年院

犯罪的傾向の進んだ，おおむね犯罪的傾向の進んだ，おおむね1616歳以上歳以上2323歳未満歳未満

 医療少年院医療少年院

心身に著しい故障のある，おおむね心身に著しい故障のある，おおむね1212歳以上歳以上2626歳未満歳未満

■少年院の種類■少年院の種類



●少年院の処遇区分・処遇課程等●少年院の処遇区分・処遇課程等

①① 特修短期処遇（４か月以内）特修短期処遇（４か月以内）

早期改善の可能性が大きく，早期改善の可能性が大きく，開放処遇に適する少年開放処遇に適する少年

②② 一般短期処遇（原則６か月以内）一般短期処遇（原則６か月以内）

早期改善の可能性が大きい少年早期改善の可能性が大きい少年

短期教科教育課程 SE 教科教育の履修等が必要

社会適応力の向上が必要短期生活訓練課程 SG

対象者の特徴処遇課程



③③ 長期処遇長期処遇（原則２年以内（原則２年以内 標準標準11年程度）年程度） 短期処遇になじまない少年短期処遇になじまない少年

精神病質者等M2

精神病者等M1

盲，ろう，あ，肢体不自由等P2

身体疾患P1

医療措置課程

情緒的未成熟等H2

知的障害者等H1
特殊教育課程

義務教育（小学校）E3

高等学校教育E2

義務教育（中学校）E1

教科教育課程

職業訓練（１０か月未満）V2

職業訓練（１０か月以上）V1
職業能力開発課程

重大事件，問題性が極めて複雑・深刻G3

外国人（日本人と異なる処遇が必要）G2

著しい性格の偏り，反社会的な傾向G1

生活訓練課程

対象者細分処遇課程



新入時教育

２級下 ２級上 １級下 １級上

○ヶ月 ○ヶ月 ○ヶ月 ○ヶ月

入院

出院
進級による段階的な処遇

●入院から出院までの流れ

各段階の教育予定期間

進級

中間期教育
（前期） （後期）

出院準備教育



●教育課程の編成・実施・評価●教育課程の編成・実施・評価

教育課程は，教育課程は，

・意図的，計画的な教育を行うため，在院者の特性及び教育・意図的，計画的な教育を行うため，在院者の特性及び教育

上の必要性に応じた教育内容を総合的に組織した標準的な上の必要性に応じた教育内容を総合的に組織した標準的な
教育計画教育計画

・各少年院において，処遇課程等ごとに毎年度，編成・実施・・各少年院において，処遇課程等ごとに毎年度，編成・実施・
評価を行う。評価を行う。

編成編成 評価評価

実施実施

サイクルとして運用サイクルとして運用



■■教育課程の５領域教育課程の５領域

 生活指導生活指導

 職業補導職業補導

 教科教育教科教育

 保健保健･体育･体育

 特別特別活動活動

生活指導

職業補導

特別活動

保健・体育 教科教育

少年院の教育の目標を達成するために，取り組ませるべき教
育の内容を５つの領域に分けて取り組んでいます。



●●個別的処遇計画と成績評価個別的処遇計画と成績評価

個々の在院者の教育計画→「個別的処遇計画」

個人別項目

共 通 項 目

各項目を五段階評価し，その評価状況に応じ総合評定を確定

規範意識 基本的生活態度学習態度

対人関係 生活設計

個 人 別 教 育 目 標（３項目程度）

（共 通 目 標 項 目）

段階別到達目標（個別目標）

新入時教育
（３項目程度）

中間期教育前期
（３項目程度）

中間期教育後期
（３項目程度）

出院準備教育
（３項目程度）

月
１
回
以
上
の
評
価

少年簿・決定書・少年調査記録等の資料を総合的に検討



個別的処遇計画（表）個別的処遇計画（表）
２１－２１

（ ： ＢＧ１ ) ○　○　少　年　院
決定家庭 入院 決 定 処遇勧告の

男 裁判所 事由 （ ） 年月日 内容

①

女

②

生

③

④

① ＩＱ＝ ②学歴～ 高校中退 ③本件～ 強盗
④収容歴～初入 ⑤不良集団～ なし ⑥　薬物～ なし（薬物乱用の疑いはある。） ⑦職業～ 無職 ⑧精神状況～ 障害なし
⑨国籍～ 日本

①

②

③

① ① ① ①

教

段  階  別 ② ② ② ②

③ ③ ③ ③

到達目標
(修正又は変更）

育
① ① ① ①

教育内容

② ② ② ②

課

及 　　び ③ ③ ③ ③

程 方 　　法

(修正又は変更）

平成21年8月26日

個　　　別　　　的　　　処　　　遇　　　計　　　画　　　（表）
生　活　訓　練　課　程

氏
 
 
 

名

○○家庭裁判所 中等少年院送致
平成21年7月24日 該当なしあい　　うえお 支部 平成21年7月27日

○　○　○　○

少年鑑別所
○○少年鑑別

所

少年鑑別所

自分の行為の結果として本件非行を受け止め，被害者に対する慰謝の気持ちを深めさ
せる。
不良交遊を断ち切る意思を固めさせ，不良な価値観から脱却させて，規則遵守の構え
を身に付けさせる。

平成2年4月1日
の処遇指針

素直に自己主張する方法や対人スキルを身に付けさせ，他者と対等で円滑な関係を築
けるようにする。
家族関係を改善し，家庭に落ち着けるようにする。

処遇上の留意点

100

⑩処遇上の留意点及び保護環境

　情緒面や社会性が未熟である。視野が狭く考えを深める姿勢も乏しく，自己中心的に行動することが多い。規則や規範に対する意識も希薄で，他人のことを考えることができず，また，先の見通しを
持った行動を取ることもできない。主体性に欠け，前向きな意欲も持てず，不満を募らせやすい。困難にも適切に対応できず，簡単にあきらめて成り行きに任せる。対人不信感が強く，他罰的であり，そ
の感情を適切に表現したり，自己統制したりすることができない。素直になれず，怒りや不満を爆発的に粗野な言動で表すことがある。
　審判には実母が出席した。

個人別教育目標

本件の重大性を自覚させ，被害者に対する謝罪や自己の人生のあり方について考えさせる。

その場の雰囲気に流されることなく，周囲や先のことを考えた言動を取らせる。

健全な対人関係を基本とした生活設計を立てさせる。

教育過程 (新入時教育過程） (中間期教育過程前期) (中間期教育過程後期) （出院準備教育過程）
入院　　　　　　　　　　２か月 ３か月 ４か月 　　　　　　　　　　　　　　  　３か月 　　　　　　　　

　院生活に必要な基本動作及び体
力を身に付ける。

　夢や目標を考えながら，現実的な努力
を続ける姿勢を身に付ける。

　本件に至るまでの生活態度につい
て反省する。

　課題に粘り強く取り組む。

　非行に至った原因を整理し，自
己改善する意欲を持つ。

　本件に対する謝罪や人生のあり方につ
いて再確認し，その決意を固める。

　助言や指導を素直に受け止め，
与えられた課題を確実に果たす。

　どのような場面でも，健全な判断・自己
表現ができるようになる。

　指示されたことを素直に受け止め，前
向きに取り組む習慣を身に付けさせる。

　複雑な力関係がある中でも，自己の気持ちを適
切に表現できるように，あらゆる場面を想定して
学ばせる。

【ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・日記指導・自主計画学

(修正又は変更） (修正又は変更） (修正又は変更）

　非行に至った原因について内省させ，
自己の問題点に目を向けさせることで，
改善意欲を持たせる。

　目標を堅持させることで，環境に変化があって
も，柔軟かつ適切に対応できるようにさせる。

【自己点検・課題作文・内省・ﾛｰﾙﾚﾀﾘﾝ
ｸﾞ】

ｰﾙﾌﾟﾚｲ・集会指導・被害者の視点を取り入れた教育

役割活動・集会指導・ワークショップ・社会適応訓練

　基本的な行動様式及び体力を身に付
けさせ，職業生活の在り方について真剣
に考えさせる。

　将来の目標と今取り組むべき課題について，主
体的に意識して生活できるようにさせる。

【集団行動訓練・体育訓練・健康管理指
導・進路指導】

【進路指導・自己点検・集会指導】【課題作文・課題図書・個別面接】

＊　保護者会 ◆社会奉仕活動　　　◆保護観察所往訪
(修正又は変更） (修正又は変更） (修正又は変更）

●問題群別指導 → しょく罪問題群

【課題図書・日記指導・個別面接・内省】

◆意見発表会 　　◆ハローワーク見学

【被害者の視点を取り入れた教育・非行別
指導】

　規則に対する認識を深めさせ，善悪の判
断を自律的に行えるようにさせる。

【日記指導・生活指導・課題作文】

　他人の責任にすることの非建設性を自覚
させ，自己の責任に徹底的に目が向けら
れるようにする。

　命や人生について内省を深める。

　計画を意識しながら，今やるべきことを
確認しながら行動する。

　交遊関係のあり方を整理する。

　落ち度のない被害者が亡くなっていると
いう現実を直視させる。

　自他それぞれの立場から命について内省を深
めさせ，本件の重さを自覚させる。

　指導助言を謙虚に聞き入れる。

【被害者の視点を取り入れた教育・集会指導・読
書指導】

　与えられた課題であっても，次に何をするのか
を常に考えさせることで，先の見通しを持った行
動が取れるようにさせる。

【職業補導・生活指導・計画学習】

　不満があっても強い者には従っていた自分を
反省させ，どのような交友関係が必要なのかを
じっくり考えさせる。



１ 生活指導

在院者の個別的な問題の改善並びに健全なもの
の見方，考え方及び行動の仕方の育成を図る領域

・問題行動指導

・治療的教育

・情操教育

・基本的生活訓練

・保護関係調整指導

・進路指導



勤労意欲の喚起並びに職業に関する知識勤労意欲の喚起並びに職業に関する知識
及び技能の習得を図る領域及び技能の習得を図る領域

・職業訓練・職業訓練

・職業指導・職業指導

・院外委嘱職業補導・院外委嘱職業補導

２ 職業補導



学校教育法に定める各学校の教科又はそれに学校教育法に定める各学校の教科又はそれに

準じる教科についての学習意欲の喚起及び学力の準じる教科についての学習意欲の喚起及び学力の

向上を図る領域向上を図る領域

・義務教育・義務教育

・高等学校教育・高等学校教育

・補習教育・補習教育

・院外委嘱教科教育・院外委嘱教科教育

※※平成１９年度から高卒程度認定試験を少年院内で受験可能平成１９年度から高卒程度認定試験を少年院内で受験可能

３ 教科教育



心身の健康の回復・増進及び体力の向上を図る領域心身の健康の回復・増進及び体力の向上を図る領域

・保健衛生・保健衛生 ・体育・体育

４ 保健・体育

５ 特別活動

在院者に共通する一般的な教育上の必要性により，在院者に共通する一般的な教育上の必要性により，

主として集団で行われる他の指導領域に含まれない主として集団で行われる他の指導領域に含まれない

領域領域

・自主的活動・自主的活動 ・院外教育活動・院外教育活動 ・クラブ活動・クラブ活動

・レクリエーション・レクリエーション ・行事・行事



 保護者に対する指導，助言その他の措置保護者に対する指導，助言その他の措置

 再犯・再非行防止に向けた就労・就学支援再犯・再非行防止に向けた就労・就学支援

 被害者の視点を取り入れた教育被害者の視点を取り入れた教育

■■最近における主な取組み最近における主な取組み



在院者調査について在院者調査について

 調査対象者調査対象者

全国の少年院在院者（平成２１年５月２０日現在の全国の少年院在院者（平成２１年５月２０日現在の
在院中の者。広島少年院を除く。）３，４２８名在院中の者。広島少年院を除く。）３，４２８名

 調査方法調査方法

回答の任意性・秘密性回答の任意性・秘密性に留意の上，記名式とした。に留意の上，記名式とした。

 調査内容調査内容

不適正な処遇を受けた経験の有無等不適正な処遇を受けた経験の有無等

少年院の教官や生活に関する意識少年院の教官や生活に関する意識



不適正処遇の経験の有無に関する不適正処遇の経験の有無に関する
調査項目調査項目

 「少年院の先生から暴力を振るわれたことがありま
すか」
「ある」：２．１％（７３人），「なし」：９５．４％（３，２７１
人），その他（未記入等）：２．５％（８４人）

 「少年院の先生から乱暴な言葉や心が傷つくような
言葉を言われたことがありますか」
「ある」：１１．６％（３９６人），「なし」：８５．１％（２，９
１８人），その他：３．３％（１１４人）

 「少年院の先生から納得のいかない嫌なことをさ
れたことがありますか」
「ある」：７．８％（２６７人），「なし」：８７．３％（２，９９
４人），その他：４．９％（１６７人）



少年院に関する意識について少年院に関する意識について

６９．５６９．５２９．１２９．１‥‥のの規則は，厳しすぎる規則は，厳しすぎる

８１．０８１．０１７．３１７．３‥‥の規則には，納得できないの規則には，納得できない

８５．５８５．５１３．１１３．１‥‥でやることは，意味のないものばかりだでやることは，意味のないものばかりだ

１７．９１７．９８０．７８０．７‥‥の生活は，立ち直るために役に立つと思うの生活は，立ち直るために役に立つと思う

６４．０６４．０３４．６３４．６‥‥の雰囲気は，余り好きではないの雰囲気は，余り好きではない

２２．１２２．１７６．７７６．７‥‥の先生のの先生の指導は，納得指導は，納得できるできる

２７．８２７．８

２８．７２８．７

４０．１４０．１

そう思わないそう思わない

あまりそう思わあまりそう思わ
ないない

７０．９７０．９‥‥は雰囲気は，安心して生活できるところだは雰囲気は，安心して生活できるところだ

６９．７６９．７‥‥の先生は，の先生は，信用信用できるできる

５８．４５８．４‥‥の先生は，の先生は，みんなに平等みんなに平等だだ

そう思うそう思う

まあそう思うまあそう思う
調査項目調査項目（私が今いる少年院（私が今いる少年院‥‥））

％



職員意識調査について職員意識調査について

 調査対象者調査対象者

少年院に勤務する職員（平成２１年６月現在）少年院に勤務する職員（平成２１年６月現在）

※※研修所入所中・育児休業中等除く。研修所入所中・育児休業中等除く。

有効回答数有効回答数 ２，２９２人２，２９２人

 調査方法調査方法

無記名式無記名式

 調査内容（無記名アンケート調査）調査内容（無記名アンケート調査）

不適正処遇に関する意識不適正処遇に関する意識

不適正処遇が発生する要因不適正処遇が発生する要因

再発防止策再発防止策



暴行その他虐待をした時期暴行その他虐待をした時期
（制圧等職務執行上認められているものを除く）（制圧等職務執行上認められているものを除く）

5年未満
1.4%

20年以上前
3.8%

時期無回答
0.1%

その他
（未記入）

0.3%

10年以上20
年未満
3.4%

5年以上10
年未満
1.6%

なし
89.6%

※分析結果について，構成比は四捨五入したため，構成比の和が100.0にならない場合がある。以下グ
ラフについて同様である。



職場でのストレス職場でのストレス

0 200 400 600 800 1000

①処遇が困難な少年が増えた
②受け持つ仕事の量が増えた

③拘束される時間が長い

④配置が厳しい
⑤休暇を取得しにくい

⑥仕事上の人間関係が厳しい
⑦処遇できない職員が増えた

⑧当直間隔が短い

⑨過剰収容
⑩医療スタッフ不足

⑪その他

(人）

注 複数回答（３項目）



職場での相談相手職場での相談相手

幹部
職員
17.3

先輩
職員
41.0

無回答
0.6

後輩
職員
1.3

同期等
39.8

無回
答
0.8

でき
る
72.6

でき
ない
26.6

気軽に相談できるか否か 相談相手



勤務している少年院の現状の問題点勤務している少年院の現状の問題点

0 200 400 600 800 1000

①職員が足りない
②処遇困難者の増加

③施設・設備の老朽化
④幹部職員の指導力不足
⑤組織としての一体感欠如
⑥職員間での情報共有不足

⑦少年への指導力不足
⑧転勤回数が少ない
⑨有効な研修がない

⑩医療スタッフが少ない
⑪その他

(人）

注 複数回答（３項目）



不適正処遇の再発防止策不適正処遇の再発防止策

0 200 400 600 800 1000 1200

①特定職員の処遇力に頼らない

②幹部と一般職員の意思疎通

③職場の士気向上

④組織としての一体感醸成

⑤指導力のある幹部職員の養成

⑥多様な施設を経験させる

⑦職員の相互けん制機能強化

⑧法令遵守

⑨職員の研修制度の充実強化

⑩その他

(人）



不適正処遇事案についての意見不適正処遇事案についての意見

25%25%582582人人広島少年院事案を受けての反省点等広島少年院事案を受けての反省点等

17%17%384384人人感想・その他感想・その他

5%5%105105人人広島少年院事案の影響について広島少年院事案の影響について

6%6%130130人人国民の信頼を失うような行為への憤り国民の信頼を失うような行為への憤り

100100
%%

22992299
人人

計計

14%14%324324人人意見なし意見なし

15%15%340340人人組織の在り方や対策の必要性組織の在り方や対策の必要性

19%19%434434人人広島少年院事案の原因について広島少年院事案の原因について



広島少年院不適正処遇事案広島少年院不適正処遇事案
対策委員会報告対策委員会報告

①① 職員の人権意識の向上及び職員育成等の職員の人権意識の向上及び職員育成等の
在り方在り方

②② 少年院の処遇体制等の在り方少年院の処遇体制等の在り方

③③ 矯正教育システム等の在り方矯正教育システム等の在り方

④④ 少年院運営の透明性の確保等の在り方少年院運営の透明性の確保等の在り方

⑤⑤ 少年矯正に関連する法令の整備の在り方少年矯正に関連する法令の整備の在り方

⑥⑥ 少年鑑別所に係る同様の課題少年鑑別所に係る同様の課題

第７ 今後の少年院の適正な運営等に向けた
検討課題



おわり

御清聴ありがとうございました。

小倉少年鑑別支所


